
令和４年度将来にわたって旅行者を惹きつける地域・日本の新たなレガシー形成事業 

「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想形成事業」の内容について 

（１）本事業の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業は、岡田地区において、「共創で輝くノスタルジックなまち」としてのレガシーを形成するための基本戦略となる「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」を立案するものであり、以下

の（１）～（５）の業務を行う。調査の実施にあたっては、知多市及び地域の観光関係事業者・団体等と連携し、調査・分析結果は広く公表できるように分かりやすくまとめる。 

また、業務の実施にあたっては、新型コロナウイルス感染拡大防止に十分留意し必要な対策を講じる。 

（１）岡田地区及び知多木綿発祥の地に関する調査 

●文献調査、地域住民や知多木綿関連事業者等への聞き取り調査などを行い、知多木綿や機織り文化

の歴史や経緯、岡田地区の街並みの形成や保存の成り立ちなどを調査し、「知多木綿発祥の地・岡田

〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」を作成するための基礎資料を整理する。 

（２）街並み・建物実態調査 

●岡田地区の魅力を構成する街並み・建物について、アドバイザ

ーや岡田街並保存会等と連携して現地調査を行う。 

●このうちレガシー形成に向けた活用可能な空き家及び空き家

予備軍について、建物の特徴や構成要素等について整理する。 

①現地調査 

②空き家等リスト化 

③アドバイザー招聘 

④課題・可能性分析 

（４）「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」の立案 

●（１）～（３）の調査結果及び（５）の検討会及びワークショップで出た意見等を踏まえて分析・考

察を行い、「共創で輝くノスタルジックなまち」としてのレガシーを形成するための基本戦略となる

「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構想」を立案する。 

（５）検討会（岡田織姫まちづくり検討会）及びワークショップの開催 

●中部運輸局、アドバイザー、知多市、知多市観光協会、岡田街並保存会、観光関係事業者・団体、金

融機関関係者等を構成員とした検討会及び、地域住民を対象としたワークショップを開催する。 

●検討会やワークショップで出た意見等を「知多木綿発祥の地・岡田〝つむぐ〟織姫のまちづくり構

想」の立案に活用する。 
（３）ターゲット別ニーズ調査 

●「共創で輝くノスタルジックなまち」としてのレガシーの実現

に向けて、主要なターゲットとなる対象にニーズ調査を行い、

持続可能な観光地経営実現のために効果的な事業展開の可能

性等を分析する。 

①来訪者調査 

②将来来訪者需要調査 

③クリエイター調査 

④知多木綿事業者調査 

⑤インバウンド調査 

＜検討会（岡田織姫まちづくり検討会）＞ 
回数：３回 
人数：15名程度 

＜ワークショップ＞ 
回数：２回 
人数：15～25 名程度 

※場所はいずれも「知多市岡田まちづくりセンター」。原則現地開催とするが、開催時期における
新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、オンラインでの開催を検討する 

資料２ 

＜検討会・ワークショップの内容＞ 「知多木綿発祥の地・岡田“つむぐ”織姫のまちづくり構想」の立案に向けた検討を行う場として、地域及び関係機関等のコアメンバーで構成する

検討会、地域住民等で構成するワークショップを以下のとおり開催する。 

検討会（仮称：岡田織姫まちづくり協議会） 

第１回検討会 

（R4.11 月 2日） 

・業務実施計画（目的、調

査検討内容）の共有 

・各種調査の方法・内容に

ついて確認・検討 

第１回ワークショップ 

（R4.11 月頃） 

テーマ 

「知多木綿発祥の地・岡田

が目指す将来ビジョン・コ

ンセプト」を考えよう！！ 

第３回検討会 

（R5.2 月頃） 

『織姫のまちづくり構想（案）』について 

・「構想推進体制・仕組みの構築」の検討 

 

第２回検討会 

（R5.1 月頃） 

『織姫のまちづくり構想（素案）』について 

・「将来ビジョン・コンセプト」の検討 

・「構想の実現に向けた事業」の検討 

第２回ワークショップ 

（R4.12 月頃） 

テーマ 

「知多木綿発祥の地・岡田で

取組む事業・織姫プロジェ

クト」を考えよう！！ 


